
 

 

 
 

 

住まいの表面温度を測ってみよう 
温度計だけでは居心地を決める「体感温度」はわからない！？ 

 
 
 

 

今年の夏は記録的な猛暑が続きました。 

また10月の最高気温も更新し、秋とは思えな

い暑さの日もあります。 

マスコミは熱中症予防のために様々な情報を

提供していましたが、なんといっても興味を

引いたのは、多くのニュース番組で特集され

ていたサーモグラフィ（赤外線温度測定器）

による室内温度測定でした。 

 

コンクリートなどで建築された集合住宅の最上階のお住いの天井を

測定すると、画面が真っ赤になって４０℃以上もあることが一目で

わかります。このような番組を見せられると、どうしても我が家が

どうなっているのか調べたくなりますね。 

とはいえ、サーモグラフィ測定装置は最低クラスの機種でも３０万

円以上、普通は１００万円以上もする高価な機器です。 

そこでお奨めしたいのが『赤外線放射温度計』※です。 

※放射温度計、あるいは非接触温度計とも呼ばれます 

 

赤外線放射温度計とは？ 

私たちにとってなじみの深い体温計は、測りはじめてから少なくとも数

分の時間が必要です。 

その理由は、体温計の中の水銀が体温と同じ温度になるのを待たなけれ

ばならないからです。室内温度を測る一般的な温度計も同様です。 

さて、熱くなったアイロンの表面に手を近づけると、私たちは瞬時に温

かいと感じます。 

これは、アイロン表面から出ている赤外線エネルギーを皮

膚のセンサーが感じるからです。 

図は、アイロンが熱くなる過程を説明するためにイラスト

化したものです。アイロンの温度が高くなるほど、表面か

ら強い赤外線がでていることがわかります。 

しかしその波長はとても長くて、人間の目に見える波長

（可視光線）の範囲ではないため、肉眼では見えません。 

逆に波長が短すぎて見えない光線が「紫外線」です。 
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地表に届く太陽エネルギーのうち、紫外線は６％、可視光線は５

２％、赤外線は４２％を占めます。 

商品のＣＭなどでは赤外線エネルギーをあたかも特別なもののよ

うに表現することがありますが、自然界ではまったく普通に存在

するものです。 

例えば、人の手のひらや机や壁など、あらゆる物体の表面から 

その温度に比例した赤外線エネルギーを放射しています。 

 

サーモグラフィは、この赤外線エネルギーの量を測って色によって温度分け

したものです。赤外線放射温度計も原理は同じで、赤外線の量を温度に換算

して表示する測定器です。 

ちなみに、生物のなかには高感度なセンサーをもっているものもあります。

例えばガラガラヘビは、真っ暗闇のなかでも、動物が放射するわずかな赤外

線を感知し、獲物を捕獲します。鼻孔の脇についているピット器官が温度差

０．２℃の差を感知できる高精度なセン

サーになっています。この特殊な感覚器

官が、獲物を探知し捕獲するのに大いに

役立っているのです。 

 

家庭でも使い途の多い赤外線放射温度計 

あらゆる物が放射する赤外線のエネルギーの量を、温度に換算して表示する測定器が『赤外線放射温度計』

です。それは物体の表面温度を示します。 

最大の特長は、手のひらや机といった形のあるものだけではなく、水や油などの液体の温度、回転してい

る機械の歯車や自動車タイヤの表面温度、手の届かない高所にある分電盤の温度などを、接触しないで瞬

時に表示できることにあります。 

距離も基本的に関係ありません。ただし、間にガラスがあればガラスの表面温度を測定して表示すること

になります。住まいの天井や壁、窓ガラスの表面温度の測定には、最適の測定機器と言えるでしょう。 

 

居心地を左右する体感温度は室内の表面温度が大きく影響 

私たちは冷暖房など空調をコントロールする際に温度計（空気の温度）を見

てコントロールします。 

しかしながら、人間の体は空気だけではなく、自分の周囲にあるもの全ての

温度（表面温度）を感じます。  

この温度を MRT（Mean Radiation Temperature）=平均輻射（へいきんふく

しゃ）温度といいます。 

これは私たちの体を取り囲んでいる天井、壁、窓、床、家具など全ての表面温度の平均温度のことです。 

体感温度の求め方を簡単な式で表すと、右図となります。 

例えば冬の朝、窓ガラス３℃、床８℃、天井・壁９℃のとき、

面積を考慮して平均が８℃とすると「MRT が８℃である」と

表現されます。エアコンで空気の温度が２６℃になったとし

ても、（室温２６℃+ＭＲＴ８℃）÷２ となり、体感温度は

１７℃ということになります。 



いっぽう蓄熱床暖房の家では、室温が１８℃でもＭＲＴが２０℃あるので、体感温度は１９℃になりま

す。 

 

夏も同様に、エアコンで空気を２６℃にしたとしても、ＭＲＴが３２℃あれば体感温度は２９℃となり

ます。 

窓ガラスの性能が悪かったり、断熱材が適切に施工されていないと、適切なＭＲＴにはなりません。 

赤外線放射温度計で我が家をくまなく測ってみると、「断熱改修リフォーム」の決断のきっかけになる

かも知れません。木族の家のリフォームは断熱改修と耐震補強を併せて行い、さらに蓄熱式床暖房「オ

ンドルエコノ」を導入します。冬季間の見学会では、その暖かさを実際に体感していただけます。 

百聞は一見にしかず、まずはお気軽に会場にお越しください。 

２千円程度～、安価なタイプもある赤外線放射温度計 

インターネットのショッピングサイトで「赤外線放射温度計」と入力して検

索してみましょう。 

安価なものなら２千円未満で入手が可能です。価格の差は以下のような性能

の違いと考えて、用途にあったものを選びましょう。 
 

①測定精度の違い～安価なタイプほど測定結果

の正確さ、精度が悪くなります。例えば、同じ

ものを２台ならべて測定すると２℃以上の違い

が出ることもあります。 
 

②測定温度幅の違い～安価なタイプほど、測定

できる温度の幅が小さくなります。例えば、安価なタイプは－２０℃～１８

０℃、高価なタイプなら－５０℃～８００℃といった具合です。 
 

③測定範囲の違い～安価なタイプほど、測定範囲が広くなります。１万円以下のタイプに多いのは測定対

象物との距離が１ｍだとすると直径１ｍの範囲の表面温度の平均を測定する１：１という仕様です。これ

が２．５ｍ離れて直径１ｍが測定範囲だと２.５：１となり、より絞り込んだ範囲の表面温度を正確に測

定できることになります。 
 

④付加機能の違い～価格の高いタイプになると、測定範囲を正確に示すためのレー

ザーマーカーがついていたり、室温を同時に計測できる温度計センサー付のもの、

さらには結果を記録できるものなど、機能が増えていきます。 

・・・このような違いがありますが、家庭での使用であれば安価なタイプで充分だ

といえるでしょう。ただし、天ぷらやフライなどのお料理で油の温度を測定したい

場合は、測定上限温度が２５０℃以上ある機種を選びましょう。 

木族の家の見学会会場にも置いてあります。興味のある方は、スタッフにお声かけ

ください。 



 


